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QoI剤耐性イネいもち病菌の発生状況について

イネいもち病の防除薬剤であるストロビルリン系殺菌剤(以下、QoI剤）の耐性菌
の発生状況について、平成17年以降、県内各地からいもち病の罹病標本を採取し検
定を実施しています。平成27年の県内の発生状況と対策は下記のとおりです。

記

１．QoI剤耐性菌の発生状況
１）平成17年～平成23年

耐性菌の発生を認めていない。
２）平成24年

穂いもちを73ほ場から採取し、単胞子分離した73菌株（１ほ場１菌株）を検定した。
県西部の１地点３ほ場（4.1％）で耐性菌の発生を確認した（表１）。

３）平成25年
葉いもちまたは穂いもちを112ほ場から採取し、単胞子分離した112菌株（1ほ場1菌

株）を検定した。県西部の13ほ場（11.6％）で耐性菌の発生を確認した（表１）。
４）平成26年

穂いもちを126ほ場から採取した。単胞子分離した126菌株（1ほ場1菌株）を検定した
結果、県東部の1ほ場と西部の12ほ場の計13ほ場（10.3％）で耐性菌の発生を確認した
（表１）。

５）平成27年
穂いもちを140ほ場から採取した。単胞子分離した140菌株（1ほ場1菌株）を検定した

結果、県東部の1ほ場と西部の19ほ場の計20ほ場（14.3％）で耐性菌の発生が確認した
（表１）。

表１ QoI剤耐性菌の発生状況

耐性菌を確認した
調査年 調査ほ場数

ほ場数

平成24年 73 3（ 4.1%）
平成25年 112 13（11.6%）
平成26年 126 13（10.3%）
平成27年 140 20（14.3%）

２．防除対策
１）引き続きQoI剤の育苗箱処理剤は使用しない。
２）QoI剤の本田散布剤は、他系統の育苗箱処理剤との体系防除で使用する。
ただし、既発生地域の使用と未発生地域での多発生時の使用は避ける。

３）引き続き採種圃場およびその周辺圃場ではQoI剤を使用しない。
４）耕種的な防除対策（種子更新、塩水選、種子消毒の実施等）を徹底する。


